
「名張毒ぶどう酒事件」をご存知ですか？ 
 
今から約 60 年前の 1961 年、三重県名張市の葛生地区で葡萄酒を呑んだ 5 人の女性が殺されるという事
件が起こりました。住人約 100 名という小さな小さな村で、その 5 分の 1 にあたる 17 名が農薬による中
毒症状を引き起こした凄惨な事件。犯人は昨⽇まで互いに笑いあっていた村人の誰かです。住⺠は突然
誰も信じられない状況に追い込まれました。 
 
あの人が……？ まさか 
 
物証が乏しく、捜査は暗礁に乗り上げました。村人たちが疑⼼暗⻤になっていく中、奥⻄勝（おくにし ま
さる）さんが警察の取調べに耐え切れず、「犯人は⾃分である」と⾃⽩しました。これが奥⻄さんの人生
を狂わせたのです。“やってもいない罪を認めるはずがない”私たちはそう考えがちです。死刑という重大
な罰が科せられるかもしれない殺人事件ならなおさら。もともと疲弊していた村人たちの⼼境にも変化
が現れました。 
 
奥⻄勝が犯人に決まっている！ 
 
ご存知の⽅もいるでしょうが、この事件は冤罪だった（つまり、奥⻄さんは犯人ではなかった）と⾔われ
ています。実際、これまでに二度無罪判決の下りた他に類を見ない事件です（一度目：1964 年第一審判
決、二度目：2005 年再審開始決定）。奥⻄さんの⾃⽩後、一⻫に供述を不⾃然に変えた村人たちもまた奥
⻄さんが犯人でないことを認識していたはずです。それでも「奥⻄が犯人である」と思い込もうとした村
人たちによって奥⻄さんは犯人に仕⽴て上げられていきました。奥⻄さんはいわばスケープゴートだっ
たのです。 
 
奥⻄さんが有罪か否かがこのボイスドラマの 1 つのテーマです。 
・ぶどう酒瓶に付いていたとされる王冠の傷は奥⻄さんの⻭によって生じたものかどうか 
・奥⻄さん以外の人物がぶどう酒に農薬を混⼊する機会はあったかどうか 
・奥⻄さんの⾃⽩が信⽤できるかどうか 
ここでこの 3 点について⾔及することは避けますが、お時間のある⽅はこちらのサイトをご覧ください。 
http://www5a.biglobe.ne.jp/~nabari/ziken_syousai.html 
 
司法に、仲間たちに裏切られ、苦しみの中亡くなった奥⻄さん。約 50 年の中で死刑台に連行される人を
100 人近く見送ったそうです。いつ死刑が⾃らに下されるのかわからず怯え続けるその苦しみはどれほ
どのものだったでしょうか。家族に会うことさえ許されず、彼は老年期、手錠をかけられたままベッドに
横になっていました。彼のような犠牲者を二度とつくらないためにこの事件を風化させるべきではない
と私は思うのです。名張毒ぶどう酒事件を一人でも多くの人に知っていただきたく、そして彼が本当に
有罪だったのかを考えていただきたく、このボイスドラマを制作します。 

なぜ彼は 50 年にもわたって苦しみ続けなければならなかったのでしょうか……？ 


